
第

６

話

 

平

成

1 7
年

９

月

号

 

「

魚

染

の

滝

」

 

 
 

飛

瀑

（

ひ

ば

く

）

を

上

げ

る

滝

の

下

の

水

面

に

魚

の

影

が

映

え

る

と

こ

ろ

か

ら

、

魚

染

の

滝

と

名

付

け

ら

れ

た

。 
 

桂

沢

の

山

間

を

抜

け

て

小

さ

な

盆

地

に

出

た

旧

幾

春

別

川

は

、

幾

春

別

神

社

の

丘

陵

前

か

ら

大

き

く

北

に

曲

が

り

、

山

す

そ

に

沿

っ

て

幾

春

別

千

住

町

の

突

き

出

し

た

が

け

に

ぶ

つ

か

り

、

南

下

し

な

が

ら

大

き

く

蛇

行

し

て

流

れ

て

い

た

。 
 

明

治

1 8
年

に

開

坑

し

た

幾

春

別

炭

鉱

は

、

移

民

の

半

農

半

鉱

の

た

め

の

借

地

の

開

発

と

、

幌

内

太

（

旧

三

笠

駅

）

か

ら

の

鉄

道

の

延

長

や

炭

鉱

の

用

地

や

市

街

地

の

造

成

拡

大

の

た

め

、

川

の

切

り

替

え

工

事

に

着

手

し

た

。 
 

が

け

を

鉱

業

用

の

ダ

イ

ナ

マ

イ

ト

で

崩

し

、

手

掘

り

で

の

原

始

的

な

工

事

の

最

中

、

一

夕

の

大

雨

に

増

水

し

た

川

は

作

業

半

ば

の

せ

き

を

破

っ

て

落

下

し

、

お

よ

そ

1 0
ｍ

余

の

滝

を

一

挙

に

出

現

さ

せ

て

、

下

流

と

直

線

で

結

ば

れ

た

。
（

古

文

書

に

は

明

治

2 1
年

１

０

月

に

切

替

工

事

完

了

と

あ

る

） 
 

同

年

の

４

月

に

は

四

国

の

阿

波

か

ら

5 0
戸

、

翌

年

に

は

7 0
戸

、
さ

ら

に

熊

本

か

ら

１

４

０

戸

が

移

住

し

、

幾

春

別

は

住

宅

地

と

し

て

広

が

っ

た

。 
 

明

治

の

後

半

に

は

奔

別

炭

鉱

の

馬

鉄

軌

道

が

駅

前

道

路

を

走

り

、

当

時

の

幾

春

別

市

街

地

に

は

百

余

の

戸

数

が

軒

を

並

べ

た

と

い

う

。 
 

こ

の

時

残

さ

れ

た

大

き

な

古

川

の

沼

に

木

々

を

植

え

、

桟

橋

な

ど

を

据

え

て

遊

園

池

が

造

ら

れ

た

。

昭

和

初

期

の

写

真

に

は

、

男

性

は

当

時

モ

ダ

ン

な

麦

わ

ら

の

カ

ン

カ

ン

帽

に

、
女

性

は

パ

ラ

ソ

ル

に

着

物

で

、

乗

っ

た

ボ

ー

ト

に

は

「

み

か

さ

」

の

名

も

見

え

る

。 
 

遊

園

池

は

経

営

者

の

名

を

取

っ

て

石

渡

（

い

し

わ

た

り

）

の

沼

と

も

呼

ば

れ

、

産

卵

期

に

は

他

の

小

さ

な

沼

や

下

水

な

ど

に

も

鮒

（

ふ

な

）

が

群

が

り

、

家

の

中

か

ら

も

魚

釣

り

が

で

き

た

そ

う

で

あ

る

。 
 

こ

の

古

川

の

沼

、

昭

和

2 2
年

の

幾

春

別

大

火

の

後

に

埋

め

立

て

ら

れ

て

グ

ラ

ウ

ン

ド

と

な

り

、

昭

和

3 5

年

に

は

奔

別

立

坑

が

建

て

ら

れ

た

。 
 

魚

染

の

滝

に

ま

つ

わ

る

伝

説

も

幾

つ

か

あ

る

が

、

滝

の

上

（

現

在

の

幾

春

別

滝

見

町

）
、
中

の

島
（

現

在

の

幾

春

別

中

島

町

）

な

ど

の

地

名

が

残

さ

れ

た

。 

 


